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ジークムント・フロイト／マルタ・ベルナイス『婚約書簡』について（一）
│ 精神分析の胎動
 
│ （金関）
（33）
一九六八年に初版が出版された
B
rautbriefe ⑴
にはフロイトが婚約者マ
ルタ・ベルナイスに書き送った六三通の手紙が載録されている。フロイトとマルタが秘密裏 婚約したのが一八八二年六月一七日、結婚したのは一八八六年九月一三日なので、四年 ヶ月にわたって二人は婚約者の関係にあった。収録された六三通はその間に書かれ 手紙である。この書に収められ のはフロイトのマルタ宛 手紙のみで、マルタのフロイト宛 手紙は入っていない。婚約関係にあった両人のうちの一人 手紙しか読めないのだから、二人の関係を考えるうえで、そもそもこの書簡集は片手落ち 言わざるをえない。
婚約者のあいだで交わされた膨大な数の手紙はほぼすべてフロイト
家に残されていた。そして、フロ 夫人マルタが死去した一九五一年に、それは他の書簡とともにワシントンのアメリカ議会図書館に移管された。一九六八年版の
B
rautbriefe
に収められたのがそのわずかな
一部にすぎなかったのは、恋愛をめぐる内容 生々しさゆえに公開がはばかられたというのが一つ 理由だろう。
二〇一一年、完全版と言ってまず間違いないフロイトとマルタの往
復書簡集の刊行が開始された。二〇一一年に第一巻
⑵
 が、二〇一三年に
第二巻
⑶
 、そして、二〇一五年に第三巻
⑷
 が刊行され、今後、全五巻で完
結する予定である。タイトルは一九六八年版と同じ
B
rautbriefe
だが、
ここにはフロイト、マル 両人の手紙が収録されている。編纂者によれば二人の手紙は全部で一五三九通で、そのうちフロイトの手紙が七四六通、マルタの手紙が七九 通である
⑸
 。第一巻にはフロイトのマ
ルタ宛の手紙が一三三通、マルタのフロイト宛の手紙が九七通、合計二三〇通が収められてい 。 （以下、本稿の『婚約書簡』は二〇 一年以降に出版された
B
rautbriefe
を指す） 。
第一巻は一八八二年六月一一日付のマルタの手紙に始まり、一八八三
年七月一二日付のフロイトの手紙で終わる。この手紙が第一巻の末尾に置かれたことに内容上の必然性は見いだせない。それは紙幅の制約による区切りにすぎないだろう。現在 す に二巻、三巻が刊行されているが、本稿では、全体を論じるため 第 歩として まず第一巻のみに焦点を絞って論述することにする。
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マルタ・ベルナイス
ジョーンズはフロイト伝（
Sigm
und F
reud: Life and W
ork
）で「婚
約（一八八二年～八六年） 」という章（第七章）を設け、そこでマルタ・ベルナイスについて紹介している。まずジョーンズに依拠して
⑹
 、マル
タについて述べておく。マルタは一八六一年六月二六日 ハンブルクで生まれた。五六年五月六日生まれのフロイトより五歳年下である。父方の祖父のイザーク・ベルナイスはラビ（ユダヤ教の司祭）で、ンブルク は主教（
chief rabbi, O
berrabbiner ）を務めていた。詩人の
ハイネとも面識があり、ハイネはある手紙の中でイザークを「たいへん宗教性に富んだ人」と呼んでいる。息子のうちの二人―ヤーコプとミヒャエル―は学者として後世に名を残した。ヤーコプ・ベルナイス（一八二四年～八一年）は優れた文献学者で、ハイデルベルク大学でギリシア語とラテン語を教えた。 かし、ユダヤ教から改宗しなかったので、 教授にはならなかった。その弟ミヒャエル（一八三四年～九七年）はドイツ文学者で、とりわけゲーテ研究者 して知られ いた ミヒャエル プロテスタントに改宗し、ミュンヒェン大学教授となった。そして、ヤーコプのすぐ下の弟ベルマン（一八二六年生）がマルタの父であった。ベルマンは兄や弟のように学術の道には進 ず 商人となった。また、弟とは違い、兄と同じくユダヤ 捨てることはなかった。ベルマンは一八六九年、 ルタが八歳 ときにウィーンに移住した。ベルマンは有名なウィーンの経済学者ローレンツ・フォ ・シュタイン⑺
 の秘書となったのである。そして、一八七九年一二月九日、心臓発
作で急死した。
フロイトと知り合う前のマルタとベルナイス家について、ジョーン
ズが書き記すのはおおよそ以上のようなところだ。第七章を収めるフロイト伝の第一巻が出版されたのは一九五三年である ジョーンズはその時点では公開されていなかっ フロイトとマルタの自筆の手紙読んでおり、その一部を伝記で引用している。しかし、ベルナイス家にはマルタ 手紙からも明らかにされないある秘密があった。ジョーンズはそれに触れていない。知っていてあえて書かなかったのではなく、家族のタブーとされたこ 件につ おそらく何も知らなかったのだろう。結婚後もマルタがそれについ 語ることは一度 なかった。ベルナイス家、とりわけ、マルタ 父ベルマン・ベルナイスについて、その伝記的な事実の詳細を明ら にしたのは、ヒルシュミュラーの研究である。その成果 二〇〇五年に刊行され フロイトとミンナ・ベルナイス（マルタの妹）の書簡集の序文で公表された
⑻
 。それに基づ
いて、ベルマン・ベ ナイスについて述べておく。
ベルマンは商人としての見習奉公をした後、一八五二年、ハンブル
クで布地を扱う商店を開いた。五四年に結婚し、 妻エメリーネ （ 八三〇年～一九一〇年）とのあいだに七人 子をもうけた。しかし、そのうち成人したのは息子のエーリ（一八六〇年～一九二三年） 、二人の娘マルタとミンナ（一八六五年～一九四 年）の三人だけだっ ベルマンの商売はうまくいかなかった。数年後には店を閉めざるをえなくなり、そ 後はいくつかの会社に勤務した。ところが、投機に手 出て失敗し、一八六七年には自己破産を申告せねばならなくなった。ベルマンは拘留され、自宅では破産管財人による差し押さえが行われた
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このときマルタは六歳半だった。ベルマンは意図的に自己破産の手続きを遅延させたので ないと主張したが、それ 認められず、詐欺破産の廉で禁固一年の刑を受けた。その間、家族の者 親戚の金銭的な援助に頼っていた。一八六九年に刑を終えて釈放されると、最後 勤めていた会社がベルマンにウィーン支社でのポストを提供してくれた。事件を起こしたにもかかわらず、外国へ飛ばされたとはいえ、再雇用されるのだから、よほど有能な社員として信頼されてい のだろう。そして、ベルナイスはウィーンで会社勤め するとともに、前述のフォン・シュタイン 秘書となった。 ナイス家がウィーンに移っ 背景にはこう た事情があった。その後は順調な暮らしが続 たようだが、一八七八年、勤めていた会社が財政危機に陥り、ベルマンは解雇される。時を同じくして、文筆家としても活動していたシュ イ の仕事もうまくいかなくなり、秘書の仕事も辞さねばならなくなった。ベルマンは事実上、二度目の破産状態になる。そうした状態でベルマンは急死したのだった。残された家族にもはや資産はなかった。三人の子どもたちはまだ成人しておらず その後見人 されたのは、ウィーンで資産家とし 知られてい ジークムント・パッペンハイムであた。パッペンハイムはベルタ・パッペ ハイム つまり、アンナ・Ｏの父親である。
マルタの祖父イザーク・ベルナイスはユダヤ教の高位の聖職者であ
り、九人いた子ども
⑼
 のうち二人の息子が後世に名を残す学者であった
のだから、 ス家は「名家」と呼んでよいだろう。しか マルタ 父ベ マンは二度の経済的な破綻を経験し、禁固刑まで受け
その家名を汚してしまったのである。まだ六歳半であったマルタが父の違法行為を理解できたとは思えない。どこかに出かけたけれど、すぐに帰ってくるというようなことしか聞かされていなかったかもしれない。あるいは「冤罪」とい 説明を聞いた もしれないが、それをどこまで理解できただろうか。 ずれにせよ、その子 もたち 父の犯罪歴につ て語 ことは決してなかった
⑽
 。それは一家の秘密であっ
た。それについて、フロイトもおそらく生涯知ることはなかっただろう。もし、聞いて たとすれば、それはやはり犯罪者として投獄された自らの叔父ヨーゼフ・フロイトの想い出と重なり合っていたはずだ一八六五年、 は通貨偽造罪で逮捕され、翌年、裁判により一〇年の刑を受けた（恩赦で四年後に釈放） 。 『夢解釈』で 「ヨーゼフ叔父さん 夢」が分析され
⑾
 、そこで叔父の犯罪について語られている。そ
の際、叔父の犯罪から、義父の犯罪が連想されるのは自然な道筋だ。しかし、そこにマルタの父への言及はない。もっとも言及がない らといって、義父の犯罪を知らなかったと 言え いくらフロイトでも，自分の家のことならばまだしも、妻の家族の秘密まで自著で暴露は きなか ただろうからだ。ともあれ 故人の汚点についてはやはりベルナイス家の近親者のあい で沈黙が守られたと考 るほうが自然だろう。成人したマルタは事 次第を理解 ていたにち いないが、ことさらそれにつ て語る理由も かっ 。
フロイトはどういった経緯でベルナイス家が経済的な苦境に陥った
かも、 正確には知 なかったかもしれない。し し、 一家 大黒柱を失ったベルナイス家が経済的にひじょうに苦 い状況にあることは承知し
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ていた。それにまつわる事柄は二人の書簡の中で繰り返し話題になっている。そして、その頃のフロイト自身も経済的な困難のなかで生活していた。マルタと知り合う頃のフロイト
フロイトは一八八一年三月三一日付で学位を得てウィーン大学医学
部を卒業する。そののち研究者を志していたフロイトは、医学部の生理学研究所にとどまった。しかし、研究所の所長ブリュッケ教授がフロイトの「経済状況のよくないのを察して、理論研究 道を進むのをあきらめるように諭し
⑿
 」 、フロイトはそれを受け入れて、研究所を去
ることにした。そして、ウィーン総合病院に勤務医と 採用され、一八八二年七月三一日から勤務し始めた。ウィーン大学生時代 フロイトについては、 拙著『ウィーン大学生フロイト』ですでに 述したが目下の論旨で必要な事柄に関しては、重複をいとわず以下に述べることにする。
ジョーンズによれば、フロイトが生理学研究所をやめる決意をブ
リュッケに伝えた は一八八二年六月一二日だった。ブリュッケに諭されたからというのがその唯一の理由ではなかった。その頃、フロイトは始まったばかりの恋のただ中にあった。フロイトがマルタと知り合ったのは八二年の四月だっ 。マルタが妹のミンナとともにフロイト家を訪れたのである。姉妹はフロイトの妹たち 友人であ 自宅に戻ってき フロイトはマルタを見初めた。そして二人の交際が始まる。 『婚約書簡』 最初の手紙が，前述のよう その年の六月一一日
付で、二人が秘密裏に結婚の約束をしたのは同月一七日だった。フロイトがブリュッケのもとを去り、勤務医を選んだ背景には、結婚のために生活を経済的に安定させねばならないという事情もあった。マルタを見初めたとき フロイトは二五歳、婚 したのは―五月六日生まれなので―二六歳になったばかりだった。
若いと言えば若いが、恋愛体験の一つや二つがあっても不思議はな
い年頃だ。しかし、ウィーン大学生時代のフロイトについて調べてみても、そこに恋愛にかかわるよう 出来事は見いだせない。友人のジルバーシュタイン宛の手紙や、友人パーネト 手記の中でフロイトについて書いたことから、大学生フロイトの恋愛事情 読み取れフロイトは動物学や医学の研究 没頭す 学生であった。また、文芸や哲学に深 関心を寄せていた。フロイトは在 中に三本の医学論文を発表し、さらに一冊の翻訳―Ｊ・Ｓ・ミル全集のうちの一巻―を刊行する。論文は綿密な顕微鏡観察に基づいて書かれており、その分野で長く注目される発見を含んでいた。また 全二二六頁の本 して出版されたミルの翻訳は、フロイトが一人で担当したのであ 。ジルバーシュタイン宛に書かれた手紙によると、翻訳に けた は、夏休みの二週間だった。フロイトはその間「夜も眠らなかった
⒀
 」という状態で
この仕事に集中したという。フロイトの情熱は学問研究に注がれていた。 んな生活に恋愛が入り込む余地 まず かっ だろう。
ジルバーシュタイン宛の手紙には、故郷の街フライベルクを訪れた
ときのことが書かれている。それは一八七二年の夏 こと 、 六歳のフロイトはまだギムナジウムに通っていた フロイトは父ヤーコプ
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の古くからの知り合いイグナツ・フルースの娘ギーゼラに恋をする
⒁
 。
このことは一八九九年の論文「覆いとしての想い出」で自分の患者の体験として語られている（実際には一六だったが、論文では一七歳とされている） 。
私は一七歳でした。お邪魔していた家に一五歳の娘がいました。私はすぐさまその娘に惚れてしまっ のです。それが私の初恋で、とても強烈なものでした。でも、誰にも打ち明けませんでした。その子はそののち何日か て学校に戻り した。彼女も夏休みで家に帰っていた です。こんなふうに出会いの後すぐ また別てしまったことで、 の憧れはいやがうえにも高まりました
⒂
 。
これが強烈な体験であったにしても、そこには恋愛関係といったも
のはなかった。初恋の相手は数日ののちに消え去ってしま 、あとには憧れだけが残った。 「覆いとして 想い出」を考えるうえで重大な体験であったにしても、やはりそれは少年の憧 として 恋に終わったのである。マルタを知る以前の恋にかかわる体験は、おそらくこのギーゼラへの想いに限られるだろう。その後、大学に入学したフロイトは幾人かの尊敬すべき教授 師事し また、学友たち―男子学生―とともに学び、ともに気晴らしをしていた。フロイトがマルタ宛の手紙で書くように（一八八二年六月三〇日付） ウィーン大学には「幾人かの女子学生」 （
B
b.1. S. 137 ⒃
 ）はいた。しかし、 それはごく限られた例外で、
フロイトは、彼女たちには正規の授業 受講は許可されていな ったと書いている。教授たちが全員男性 のは言うまでもな 。大学でつきあう相手 男性に限られていた。フロイト 男性社会で暮ら
していた。そして、マルタ宛の手紙を見てもフロイトが―良くも悪くも―女の扱いに慣れたプレーボーイ風情とはまったく無縁の男であったことは確かだ。恋の始まり『婚約書簡』第一巻を読了して、ともかく圧倒された。あまりに激烈な恋なのである。読書中に幾度か想い起こしたのは村上春樹『スプートニクの恋人』の冒頭から二番目の文だ。
　広大な平原をまっすぐ突き進む竜巻のような激しい恋だった
⒄
 。
陰影も駆け引きも戯れもなく、すさまじい破壊力をもそなえて驀進
する恋が、二五歳の医学研究者と、家柄 よいが、貧窮する二〇歳の娘のあいだに突発した。そして、それが持続するあ だ、勢いの衰えることはなかった。マルタによると の恋はこんなふうに始まっ（一八八二年七月二日付） 。
私はまだよく覚えています。あれは私たちが知り合ったいちばん始めのことでした。夜、私とミンナはあな の妹さんたちと っしょにいました。するとあなたは、静かに礼儀正しく俗物市民していっしょにテーブルに付く代わりに、檻 入れられたライオンよろしくお宅の客間を往っ り来たりずっと駆け回っているのでした。ときどきテーブル際で立ち止まり、私たち娘のおしゃべりを冷淡な顔つ で聞いていました。そしてときおり私に向かて―私にはそんなふうにしか思えなかったのだけど―激昂するような視線を投げつけるのでした。 （
B
b.1. S. 142 ）
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マルタは二ヶ月ほど前のことを想い出して書いているのである。マ
ルタにとって「激昂するような視線（
w
ütende B
licke ） 」としか思えな
かったのは、そこにあまりに激しい想いが込められていたからだろう。あるいは、もしかすると得体の知れぬ感情に実際当人が自ら苛立ちを覚えていたのか れない。続けてマルタが書くところによると、この「気の利かない男」 二人のうら若い女性を送っていこうともしなかったので、二人 「夜霧の中」を歩い 帰るほかなかったのである（
E
bd. ） 。そして、マルタにはこんなにも激しく武骨な男―「檻に入
れられたライオン」のような男―の愛を受けとめるだけの力があ 。「竜巻」の暴風に負けることなく、それをかわす術を心得ており、またときにはそれと真っ向から太刀打ちすることもできた。
二一歳頃のマルタの写真を見ると、痩身で目は大きく、口元は引き
締まっていてとても聡明で、意志の強そうな女性に見える。知的で、意志堅固な女性であるからこそ フロイトはマルタに惚れ込んだ だろう。また、実際そうした女性で ければ、この激情的で、不作法な天才とつきあうことはできなかったはずだ。しかし 他方、マルタは一九世紀の後半を生きる年若い女性でもあ た。恋が芽生え、そしてそれがどれほど激烈なものであったにせよ、しかし、だからと て一九世紀のウィーンにおいて二人がただちに同棲するなどということは金輪際ありえず、また、フロイトの経済状況か いってすぐに結婚するわけにもいかなかった。家長 失 たベルナイス家にも持参金するような財産はなかった。マルタは父 死後、母エメリーネと兄エーリ、妹ミンナとともに暮らしてい 母は気丈 、娘たち 対
しては束縛的だった。娘たちも母には逆らえなかった。そして、母は根っからのハンブルク人で、ウィーンには馴染めなかった
⒅
 。夫の死後、
彼女にとっ ウィーンに残る必然性は はやなかった。母は故郷の街へ帰ることに決める。そして、母とマルタは一八八二年六月一九日にウィーンを離れ、一夏を で過ごす。母の兄エリアス・フィリップの家に寄寓したのである。九月一一日にいったんウィーンに戻てくるが、しかし、その後、母と娘は翌年六月一四日にハ ブルクに転居し、そこで暮らすことになった。こうして愛する二人は中欧の帝都とドイツ最北の街に引き裂かれ 。そして、このことがあと 千数百通の婚約書簡が残される前提とな た。
書簡が残されるについては、また別の前提があった。それは郵便制
度の安定的な運営である。ウィーンとハンブルクは直線距離で七四三キロの隔たりがある
⒆
 。これはほぼ東京都と山口市の直線距離（七六九
キロ）に相当する
⒇
 。さらに、ウィーンとハンブルクはオーストリア帝
国とドイツ帝国 国境によって隔 られている。それに加えて、マルタが母 ともに暮らしていたのは、ハンブルク市外のヴァンツベークという小さな街だった（現在はハンブルク市に編入されている） 。これだけの距離を隔て、しかも 境を越えねばならない もかかわらず、ウィーンからヴァンツベークに出 た手紙、その逆方向の手紙はいずれも二日で相手に配達 れている。つま 、月曜日に投函された手紙は必ず水曜 には相手に届くのであ これは国境で分かたれて いない現在の東京、山口間で郵便配達にかかる時間と変わら い。そどころかヴァンツベークではなく、ハンブルク市内で投函された手紙
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であれば、翌日にはウィーンに着いたのである。フロイトによれば、ハンブルクからであれば、 「君が二時に投函した手紙は、翌日の夕方七時には僕のところへ届く」という（
B
b.1. S. 312 ） 。これは驚くべきこと
だ。 ハプスブ 家のもとで 古くから郵便制度が確立していた。 また、一八七一年のドイツ統一、すなわちドイツ帝国成立により、ドイツでも国営郵便が発足し、国内の郵便制度も安定した。さら 、フロイト、マルタが文通していた時代には鉄道の発達に もない、郵便の輸送も高速化した。ここでヨーロッパの郵便史について詳述するわけにはいかない。ともあれ、遠く離れて暮らす二人 婚約書簡の前提となったのが、こうした郵便制度の確立であったのは確かだ。
書簡集に収められた最初の手紙は、すでに述べたとおり一八八二年
六月一一日のマルタの手紙である。それは手作り ケーキに添えられた手紙だった。 「学問の傑人に『解剖』してもらうために」 （
B
b.1. S. 
81 ） ケーキを贈るのだという。それはフロイトから贈られ 「双子のアー
モンド（
V
iel-L
iebchen ）
」 （
E
bd. ）へのお返しだった。
V
ielliebchen
に
は「愛し 人」という意味もあるのだから、もちろんそこ フロイトの想いが込められて た。フロイト姉妹 ベルナイス姉妹と 交際をきっかけとして、二人の男女の恋愛関係が芽生えたのが六月上旬だった。そして、その月の一七日に二人は結婚の約束をする婚約「六月一七日」という日付は二人の手紙の中で繰り返し記念日として話題になっている。一九日にマルタがハンブルクに旅立つことは決まっ
ており、そのこともあってこの日に婚約ということになったのだろう。そし 、それが秘密 されたのは、もちろん口外すれば結婚に不利になると判断されたからだ。フロイト マルタの母が決して結婚に賛成しないだろうと考えていた。フロイトにとってベルナイス家は名家であり、フロイト家は田舎出の流れ者の家だった。また、マルタの祖父がユダヤ教の主教であり、ベルナイス家では宗教が重んじられて たのに対し、フロイトの父に ユダヤ人という自覚はあっても無宗教的で、さらにフロイト自身は宗教には無縁というより、むしろ反宗教的だった。また、ハンザ同盟の中心都市ハンブルクを故郷とするベルナイス家の人々にとって、オーストリア帝国の都ウィーンは異境の地だった。ベルナイス家とフロイト家はユダヤ人の家系と う共通性があるにしても、多く 面で対照的だった。さらに当時のフロイトは学界ではすでに幾分か注目されていたとはいえ、世間的に いまだ無名の若輩医学研究者にすぎなかった。一八八二年六月の時点で いまだ勤務医ですらなく、経済的に自立し なかった。実際、 の きイトが母に娘との結婚を願い出たと も 母 諸手を挙げて賛成というわけにはいかなかっただろう。 く て秘密の婚約ということなり、マルタの もフロイトの両親 もそのことは知らされなかった。最初に打ち明けられたのは、 ぶんマルタの妹ミンナ ろう フロイトの妹たちもやがて感づくよう なる。いずれにせよ、こんなことをいつまでも隠し事にし おくわけ はいかな 。一八八二年一月に二人は母エメリーネに婚約のことを告げた。母はそのことを受け入れたが、しかし、翌年の夏 は婚約中の娘とともにハンブルクに引っ
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越してしまうのである。
婚約二日前の六月一五日付の手紙でフロイトは、
あなたはどれほど私の人生を変えてしまったことでしょう。 （
B
b.1. 
S. 86 ）
と書いている。この手紙では敬称（
Sie ）が用いられており、もちろ
んマルタの手紙もまだ
Sie
で書かれている。それが親称（
du ）に変わ
るのは同月一九日のフロイトの手紙からだ。婚約前の二人が
du
を用い
ないのは、もちろん一九世紀的な男女間の距離のたしなみである。しかし、そうした慎みとは関わりなく、フロイトは確実にマルタへの恋に囚われて た。六月一二日にフロイトがブリュッケ研究所に別れを告げていたことはすでに述べたとおりだ。のち フロイトは、それはブリュッケに諭されたからだと書くのだが、しか 、マルタがいなければ、この時点でフロイトは師の勧告を受け入れてはいなかっただろう。 「人生を変えてしまっ 」という言葉にはそう た想いが込められているにちがいない。学問に専心していたフロイト 、敬愛してやまない師のもとを去り、もちろん学問を放棄し わけで ないに ろ研究専一の道からははずれること なったのである。そして、六月一五日付の手紙を書いた時点でどの程度 で予感 ていたのかは何とも言えないが、このとき以降、フロイトはそ まで体験したこかった感情のうねりに翻弄さ ることになる。マルタ 確か フロイトの「人生を変えてしま」うのである。
婚約の二日後、マルタはハンブルクへ旅立つ。その日にフロイトは
もうマルタに手紙を送っている。フロイトは のよう 書く。
君が遠くに行ってしまってようやく僕には自分の幸福がどれほどのもので、また残念なことに自分がいかにさびしい思いをするか、その全体が意識されるものと思 いました。でも、 まだにそれはつかみ所 あり せん。も 、あのかわ い小箱とマルタの愛らしい写真が僕 前になければ、全部が夢の幻惑だと思って、目覚めることが怖くなってい ことで ょう。 （
B
b.1. S. 91 ）
マルタが旅立ったのちもまだフロイトは夢見心地だというのである。
恋するフロイトはどこか別世界にいるかのようだ。ここにはウィーン大学生フロイトとはまったく異なる姿を見ることができる。学友パーネトは手記の中で大学生のフロイトにつ てこう書いてい
とても苦労し、ひどく惨めな想いをしながら、長 学生時代を頑張り通さねばならなかった。フロイトは渇望し、困窮していた彼は理論家になりたがっていた。 ［中略］彼は苦り切ってい それは、惨めな状況にあったせいであり、そ てまた、困窮して他人から金銭を受け取らざるをえな のだが 他方では、自ら 内の誇りゆえに、そんなことはし くな という相反する想いがあったせいだ

 。
これはフロイトの身近にいた友人の証言である。パーネトがこれを
書いたときフロイトは著名人になってはおらず、また、パーネトにはこの手記を公表する意図もなかった。それだけに、ここには友人の姿があり ままに描かれていると言ってよいだろう。ほんの少し前まで「困窮し」ながら研究の道を邁進し、矜持を保ちつつも「惨めな状況」ゆえに「苦り切って 」男が今や幸福に酔いしれているのである。
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七月四日付の手紙では
僕は、両親や兄弟姉妹よりマルタを愛させてしまう、いや、僕が今まで従っていた自分のもっとも内的な志向よりもマルタを愛させてし うやむにやまれぬ想いをずっと前から感じていたのです。（B
b.1. S. 150 ）
と書いている。 「自分のもっとも内的な志向」とは、科学への志向、
真理探究の意志であるにちがいない。今はそれよりもマルタへの想いのほうが強いというのである。マルタはまさに「人生を変え」た だった。
他方、マルタもウィーンを離れ、ヴァンツベークに到着するやさっ
そく熱い想いを込めた恋文をしたためている（六月二〇日付） 。二〇日にはフロイトの手紙（一九日付）はまだ届いていなかったはずだ。取るものも取りあえず、マルタは手紙 書き送ったのである。文面はこんなふう 始まる。
ジギィ、
私、
の、
ジギィ、あなたを名前で呼ぶのは今日がはじめてね。
あなたの大切な名前。ほんとうはあなたのことをよく知る前からもう 名前は気に入っていたの。 （
B
b.1. S. 95 ）
何とも研究のためとはいえ、婚約したばかりの若い男女の恋路に足
を踏み入れることなど、どうも慎んだほうがよいのではな かとも思えてくる。しかし、筆者には、精神分析の生成を考える えで、この書簡集には計り知 ない価値があ と確信する。さらに二人の恋の進展を見ていくことにしよう。
激情
マルタがウィーンを去ってほぼ一ヶ月経った七月一六日、フロイト
は矢も盾もたまらずハンブルクへと旅立つ。同月一二日の手紙では、ミンナとその婚約者シェー ベ クからの手紙で、そんな旅はやめるよう「きつく諫められた」 （
B
b.1. S. 190 ）と書いているが、そんなこと
は意に介さない。マルタもまた妹とその婚約者 言うことが理にかなっていると書くのだが、 手紙がウィ ンに届いたのはフロイトの旅立ちのあとだった。何しろ二人の婚約は秘め事なのである。母に知られてはならず、また、マルタは母や伯父に何も告げずに自由に出歩くわけにはいかなかった。そ ため フロイト ハンブルク 来 ところで、マルタに逢えるかどうかも定かではなかっ のである。無理に会おうとすれば一騒ぎが持ち上がったこ だろう。しかし、そうした理性の諫止がフロイトを引き留めることはな った。七月一七日、フロイトはハンブルク 到着し、 すぐさまヴァンツベークに赴く。しか 、マルタを訪ねるわけにはいかない。次の日 ヴァ ツベークでし ためた手紙には、マルタの寄寓する伯父の家 前を行きつ戻りつして、その姿を一目見ることができたと書かれてい 。そして、同じ手紙何が何でも会って話をしなければならないので、 「翌朝の六時 ら七時半のあいだクラウディウスの記念碑の前のベンチ」 （
B
b.1. S. 207 ） で待っ
ていると書き、さらにこう記している。
君が通り過ぎるのを見たら、僕は、へまをして見失わないように注意して、できるだけ距離を置いて君のあと 追う。そして、二人きりになれるところまで来たら、僕は に歓迎の挨拶を送るこ
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とにします。 （
E
bd. ）
まことにご苦労なことだが、ともかく婚約の秘密を守るためにはこ
うでもするほかなかったのである。そして、そうした束縛があったからこそ恋の情念は勢いを増すことにもなった。しかしまたその反面、二人は一九世紀ヨーロッパの市民的な性道徳の制約下にいた。いくら恋の情念が燃え上がろうと、すぐさま肉体関係を取り結ぶわけにはかない。七月二一日の手紙でフロイトは う書く
今朝は素晴らしかった。君は ても愛らしく、魅力的で、僕をよそよそしく扱うそぶりはぜんぜんなかったね

 。僕らは黙って隣り
合ってすわっていた。僕に 言葉が見つ らなかった。そして君は夢見るように自分の内に引きこもっていたね。僕 は静けさの中で一つになっていた。そして、自分たち 何を欲 、互いに何をしようとしているか、僕らにはわかっていたのです。 （
B
b.1. S. 
213 ）
二人は言葉も発さずに寄り添ってすわり、そして、二人は―それは
フロイトの幻想にすぎないかもしれないが―互いに深く理解し合っていた。フロイトはこうした穏や なひとときを過ごし、七月二七日にハンブルクを発って、ウィーンに戻る。短い逢瀬は二人に安らかな幸せをもたらす しかし、マルタがウィーンを去り、フロイトがハンブルクを訪れるまでの一ヶ月が平穏に過ぎ去ったわけではなかった。そうではなかったか こそ、フロイトは無分別 ハ ブルクに押しかけたのである。そして、 たハンブルク訪問後も心の平安が長く続いたわけでもなかった。
フロイトはマルタの手紙によって心をかき乱されていた。まず、マッ
クス・マイアー（一八五九年～一九三一年）という人物をめぐる一件があった。 はマルタの遠縁にあたり、ピアニストで作曲家である。マルタとは以前から親しくしていて、六月二〇日付の手紙によれば、彼は二人の婚約のことを―後述 フリッツ・ヴァーレを通じて―知っており、それを祝福してくれたという。二二日付でマルタはマイアーのことを「愛しい兄」 （
B
b.1. S. 98 ）のような人と呼んでいる。
フロ トはマイアーと面識はなかった。しかし、フロイトはマイアーのことを手紙で読んだだけで、苛立って まい、二三日付の手紙で次のように書く。
マルタに課せられた課題があります。それは、マルタが彼［マイアー］ととことん向き合って、そして、そこに いない無愛想な男の代わりに、芸術的にもっと豊かな才能を なえ、マルタも味わった魔法を操るその人物とい しょにいるという危険に打ち克つという課題です。 （
B
b.1. S. 107 ）
フロイトは、自分が芸術には縁のない野暮天であると思いなし、芸
術家に劣等感を抱いていた。他方、芸術家の魔術は女性 虜にすると思い込んでいたようだ。フロイトは、やがて自らは謝絶し も、その見事な文章によって詩人心理学者と呼ばれ ゲーテ賞ま 受賞するのだが、それはずっとのちのことだ。青年医学者 フロイト 、 ルタがマイアーという音楽家 ことを手紙に書きつけただけで、狼狽してしまうのである。翌日（二四日）に書いた手紙にはすで 「嫉妬」 （
B
b.1. 
S. 108 ）という言葉が現れており、さらに次のように書く。
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マルタのごとき可愛い
女ひと
が僕のことを愛してくれているならば―
そしてマルタが僕にそう言ってくれなくてもそれはよくわかっているのだから―どうして僕がマックス・マイアーとかマックス・マイアー 軍団を恐れることがありえるでしょうか。マルタが友情と愛を込めた献身との区別を、 と同じように、あるいは僕以上に、ちゃんと守る術 心得ていると信じてしかるべきなのでしょう。 （
B
b.1. S. 109 ）
マルタを「信じてしかるべき」であり、芸術家の「軍団」など恐る
るに足りぬと自らに言い聞かせるのだが、そんなことを書くのは、もちろん、マルタの愛が失われはせぬかという不安に苛まれていたからだ。この手紙の末尾には、 「あさましい手紙」 （
B
b.1. S. 110 ）でマルタ
を煩わしてしまったという反省の 葉があり、しばらく手紙を書くのは控えて頭を冷やそうといったことを書いている。 かし、休止なしに手紙は書き綴られる。マルタは二五日付の手紙に自分宛のマイアーの手紙を同封する。二六日付でフロイトは
マックス・マイアーに関して言えば、あの感情は―君ではなく―僕自身への不信に由来するものであり、僕はそれをすっかり解消させました。 （
B
b.1. S. 115 ）
と書いている。フロイトは自己分析し、 そしてその「感情」を「解消」
させたのであるから、これが最初の―きわめて原始的な―精神分析の萌芽であったのかもしれない。七月四日付の手紙でフロイト 、 「マックス・マイアー 好意ある 状 まだ返事が書けていない」 （
B
b.1. S. 
153 ）と記していて、この一件はこの段階ではいちおう落着したかに見
える。しかし、ある感情を「すっかり解消」させるほど、徹底した分析がなされたわけではなく、それはまた再燃する。そしてまた時を同じくして別の問題が持ち上がる。
先に名を挙げたフリッツ・ヴァーレ（一八五九年～一九一八年）は、
マルタとフロイトの共通の友人 、ウィーン在住のヴァイオリニストだった。マルタによれば（六月二二日付） ヴァーレは「私が尽きせぬ感謝を捧げねばならない大事な友人」 （
B
b.1. S. 98 ）だった。フロイト
も、同じ六月二二日付でヴァーレ宅に九人が集まり、酒宴を開いたと書いている。その九人のうち、婚約の秘密を知っていたのは五人だったという。ヴァーレはその一人だった

 。ヴァーレはフロイトにとって
も親しい友人だったのである。七月 なって、 この友人 、 自分がもらたマルタの手紙をフロイトに見せたらしい。そ せいでフロイトの心は千々に乱れる。七月六日付 手紙は次のように始まる。
君が僕のものであり、そうであり続けることが嬉しい。僕は恐るべき不機嫌をやっと克服したところです。それは君のフリッツ宛の手紙と、フリッツが僕に示 わけのわからない振る舞いに由来する不機嫌でした。 （
B
b.1. S. 158 ）
「君は僕のもの」はマルタ宛の手紙で幾度も繰り返されるせりふである。そして、この手紙でもマルタに「友情と愛を区別すること」 （
B
b.1. 
S. 159 ）を求めている。フリッツ宛のマルタの手紙に何が書かれていた
のか、正確にはわからない。ともかく、これによって主観的にフロイトが大いに傷ついたことは確かだ。さらに フリッツの「わけのわからない振る舞い」のせいでフロイトは動顛していた。六日付の手紙に
− 106 − − 107 − （44）
は、それについて記されていない。しかし、やはり何事も包み隠すべきで ないというので、翌七月七日に長い手紙を書き送っている。その幾日か前 シェーンベルクが、ヴァーレとフロイトの二人に話をさせ、ことをはっきりさせようと 両人を料理屋に誘ったというのである。ヴァーレは、フロイトこそがマルタの婚約者であること 認め、もしフロイトが「マルタを幸せにしなかったら、僕［フロイト］を撃ち殺して、自殺する」 （
B
b.1. S. 166 ）と口走ったという。そのときはま
だフロイトも笑っていた。それからさら やりとりがあり、ヴァーレがその場でマルタ宛の手紙を書くことになった。その手紙を見てフロイトは驚愕する。そこには「僕の愛しいマルタ」 、 「君へ 尽きせぬ愛」（E
bd. ）といったことが書かれていた。フロイトは「こんな手紙は許さ
ない」 （
E
bd. ）と言い、またシェーンベルクも、大声で、そんな手紙は
けしからんと言った。 は「その手紙を細かく千切 て った」（E
bd. ）という。するとヴァーレは壁にもたれかかって泣き出した。フ
ロイトはヴァーレの腕を取り、シェーンベルクとそ 店を出た。ヴァーレと別れた後、 シェーンベルクは、 カフェに行こうとフロイトを誘った。二人はカフェで黙ってすわっていた。フロイトの想いは乱れ、涙ぐんでしまった いう。フロイトは「翌朝、僕は我に返り、恥ずかしくなりました」 （
B
b.1. S. 167 ）と書いている。そして、マルタにハンブルク
へ行くと告げるの この手紙だ た。フロ いたたまれなくなたのである。そ て、先述 とおり、フロイトはマルタとともに過ごすことで一
いっ
時とき
の落ち着きを得る。しかし、それは長続きはしなかった。
ウィーンに戻って一週間あまり経った八月五日付の手紙でフロイト
はこんなことを書いている。その前日、兄の婚約のことを知らないローザ（フロイト家の次女）が、マルタはマックス・マイアーと結婚の約束をしているのではないかと言ったという。 「マイアーが話をするとき、君［マルタ］はいつも『愛を込めた眼差し』をする」 （
B
b.1. S. 252 ）と
いうのである。さらにローザによれば、マルタはマイアーが作曲した歌を歌い、ローザにもマイア が歌うのを聴かせた と言ったという。フロイトはそれに続けてこう書く。
そのことで僕は恐ろしいほどに苦しみました。僕は、今君が愛している は僕だけで、僕だけを求めているのはちゃんとわかっています。馬鹿げたことだということもわかってい しかし、僕はそれを制御できなかったのです。僕はずっとそんなこを考え続けずにはいられません し 。つまり、君が僕 の交際のなかでどれだけ物足りなさを感じて るか、若い女性の情緒生活はどんな秘密を隠していられるのか、君の心 内には君自身にもコントロール きない領域があって、そこには僕への誠意のこもった想いも届かないので な か、といったことです。 （
B
b.1. S. 
252f. ）
こんなふうに苦悩するフロイトに対して、マルタはあくまで冷静で、
マックスが来ようが、来まいが、滞在しようが どこ へ行こ が私にはもうたいした意味はありません―行ってしまえば、もう彼のことを想い出すこともありません。マックスの演奏や歌に 感動します―それで、どう てそのことを誰 に言って いけないの。誰か知らない芸術家の素晴らしい演奏 聴いたって、それぐ
− 106 − − 107 −
ジークムント・フロイト／マルタ・ベルナイス『婚約書簡』について（一）
│ 精神分析の胎動
 
│ （金関）
（45）
らいのことは言うでしょう。 （
B
b.1. S. 266 ）
という返事を送っている（八月八日） 。フロイトはこんなふうに諭さ
れて、おまけに同じ頃「のどの炎症」 （
B
b.1. S. 273 ）のせいで熱を出し
たために 嫉妬する元気もなくしたのかもしれない。八月一一日付の手紙では「ここ数日間、僕はとても狂おしく、辛い気分でした。でも熱のせい 僕の『
悪お
血けつ
』が取り除かれました。僕はとてもおとなしく
なりました」 （
E
bd. ）と書いている。いつまでも「おとなしく」してい
たわけではなく、その後も んな気分の激変はほとんど周期的に繰り返される。そして、こうしたフロイトの体験には精神分析の生成という観点から注目すべき事柄が見いだされる。フロイトの恋と精神分析
小著『ウィーン大学生フロイト』で、筆者は、大学生フロイトがブ
リュッケ教授のもとで徹底的に実証主義を き込まれたこと、すでに学生時代に神経解剖学の領域で専門家 注目を集 る論文を書いていたことについて論じ、そこに精神分析の基盤を見いだした。つまり精神分析 はそうした実証主義の精神が息づいているの ある。しかし、そうであるにせよ、ヤツメウナギ 経系の研究と 対話によヒステリーの治療、言葉による人の心の分析のあいだに お大きな隔たりがある。また、そもそも神経学 研究に没頭していたフロイトが人の心の研究に関心を向けた要因を大 時代 フロイト 見いだすことはできない。人間の の探究、心の不条理を解き明かそうと う志向は、 タと 恋愛関係のなかで して、まさに自分の心にお
いてその不条理を体験することによって兆したのではないか。
先に引用した八月五日付の手紙でフロイトは、馬鹿げたことだとわ
かっては も、自分の馬鹿さ加減を「制御できなかった」と書いている。原文 、
"Ich konnte seiner nicht H
err w
erden" で、ここでは
H
err
という語が用いられている。これはこの語が「
主あるじ
、支配者」とい
う意味をもつことによる熟語的な言い回しで、あえて直訳すれば、 「私はその主にはなれなかった」となる。これは何ら特異な表現ではない。ただし、それは三〇数年後にフロイトが根本主張を表明する文に直結するとい 点で、注目してしか べきだ。フロイトは「精神分析のある困難」 （一九一七年）というエッセーで「自我は自らの家の主はない

 」と書く。原文では、
D
as Ich ist nicht H
err in seinem
 eigenen 
H
aus.  であり、ここでも
H
err
という語が用いられている。フロイトは、
性衝動は自我によっては御しがたく、また、心の中で起き 多く ことを自我は知ら と主張する立場に立つ。その意味で 自我は らの心の「主（
H
err ） 」ではないというのである。まさにそのことをフロ
イトはマルタとの恋愛のなかで自ら体験 たのだった。合理的に考えてマ アーへ 嫉妬など「馬鹿げたこと だと認識しつつも、しかし、フロイトは嫉妬を制御し、 「解消」すること できない。そして、そうした嫉妬を生じさせる愛が性衝動に、そもそもは動物の生殖本能に由来することは、フロイトにとってすで 自明のことだっ 。何しろフロイトはウィーン大学生時代にダーウィン主義者の教授（クラウス教授）のもとで動物学を学んでいたのである。そして、フロイトにとって、自分の心を「制御できない」と う は彼自身に限られ 特異性
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ではなかった。自らの制御を失って泣き出したフリッツの姿をフロイトは目の当たりにした。そしてまた、マルタについても、先ほど引用したとおり、 「君の心の内には君自身にもコントロールできない領域」があるのではないかと書く。そして、 その「情緒生活」にはある「秘密が隠されているかもしれないというのである。自我は心を制御できず、そこには自我の知が及ばない「秘密」の領域がある―これはすでに精神分析を先取りす 見である。ちなみに「情緒生活」はのちに『夢解釈』で幾度か用いられる術語と る。マルタと 交際のなかで激情に揺さぶられ、それに身を焦がしたことが、人間 心 目を向け その解明を志す方向へと向かう一つの契機となったにちがいない。
激しい情念が渦巻く中でも、フロイトは冷静さを失ってはいなかっ
た。フリッツ・ヴァーレがマルタ宛のけしからぬ手紙を書き、そのち泣き出してしまったという一件を報告す 先ほどの （七月七日付）で、 フロイトは「フリッツは明らかに君を愛 てい のです」 （
B
b.1. 
S. 156 ）と書く。そして、さらにその愛について「彼は君を愛している
のですが、それを明確に意識してはお ず うしたいわけ ものです」 （
B
b.1. S. 166 ）と分析している。こうした分析は精神分析の「始
まり 書」としての『ヒステリー研究』の次のような場面 直結す 。
ミス・ルーシー・Ｒと呼ばれるイギリス人女性は、主観的な匂いの
感覚に悩 されていた。フロイトはそれをヒステリー症状 あると診断し、 その治療にあたる 彼女は住み込みの家庭教師だった。ルーシー・Ｒと対話を重ねるなかで、やがて が自分の雇用主である「社長さん」に恋を ていること、それと同時にこ がかなわぬ恋 彼
女自身、 認識していることが明らかになる。そして、 フロイトは「でも、自分が社長さんを愛していると知っていたなら、なぜそのことを私に言わなかったのですか？

 」と問いかける。それに対して、女性患者は
こう答える。
そのことは自分でも知らなかったのです。いえ、むしろ、私は知りたくなかったのです。そのことは自分の頭から払いのけよう、もう考えないでおこうとしてきました。実際、最近はうまくできるようになったと思っています

 。
さらに、フロイトはこの答えに脚注を付し、 「何かを知っていながら
同時に知らないという奇妙な状態を、これほどうまく言 表した例を、私はかつて一度も見たことがない

 」と述べる。フロイトがフリッツ・
ヴァーレに見いだしたのはまさに した心的状況だった。ヴァーレはマルタを愛しながら、はっきりそうとは知らず そ がかなわぬ愛であるがゆえに―友人の婚約者を自分のものにでき い とはよく承知してい 自分が彼女を愛することを欲してもいなかヴァーレはそうした状況をルーシー・Ｒのように「うまく言い表」すことはできなかった 、フロイトがそれを 抜いた である。それは情念の渦巻きのただ中にあっても、フロイトが客観性を失わなかったからだ。ヤツメウナギの神経系を正確無比 観察したように、フロイトは人の心を冷徹に観察していた。また逆 、 『ヒステリー研究』のフロイ ルーシー・Ｒがそう告白する前に、すでに彼女の恋 察知していた。女性患者に向かってフロイト 「私の推測 す 、む ろあなたは雇い主である社長さんに恋をされ のでしょう

 」という言
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葉を突きつける。こうした推測が可能だったのは、フロイト自身が自分の身で激烈な恋を体験していたからにちがいない。ヴァーレは親しい友人であり、そしてその振る舞 を目の当たりにし、さらに愛の対象を共有していたのだから、その心の動きは―激情の奔流 中であれ―瞬時の観察によって察知できた だろう。し し、ルーシー・Ｒについて、フロイトは彼女の語ること以外は何も知らない。そうした患者の心の動きを推測できたのは、同種の状況を目 当たりにし、それをともに体験したという過去があったからこそでもあろう。やはり生理学研究所で顕微鏡研究を通じて につけた観察力だけでは、そうした患者の心を洞察することはできなか にちがいない。精神分析 、自らの恋愛 体験、それにまつわる―婚約相手も含めた―さまざまな人々の心 動きを 験的に観察することから生成し のである。
八月三日付の手紙でフロイトはこう書く。
僕は一つのことしか考えていません。僕の可愛い
女ひと
の頭の中で
ひらめいた考えはすべて僕に伝えてくれるということだけです。（B
b.1. S. 246 ）
それから十数年後、フロイトは自分の診察室を訪れる見ず知らずの
患者たちにこれと同じことを求めるのである。被分析者が「頭 中ひらめい ことすべて」を分析者に向かって伝えることが、精神分析の根幹をなす。 『婚約書簡』は精神分析 生成を跡づけるための貴重な資料である。今後さらに引き続き れについて論じていきたい。
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ernays,B
rautbriefeB
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B
b.1.S.... ） を挿入し、ページ数を示
す。
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 村上春樹 『スプートニク 恋人』 。 『村上春樹全作品、 一九〇〇～二〇〇〇、 第二巻』二〇〇三年、講談社、二三九頁。
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
 『独和大辞典』 （小学館） は
V
ielliebchen について次のように説明している。

　 １
　核さね
の２個ある〈ふたごの〉アーモンド（恋人同士などがこれを分けて食べ、
次に会ったときに口に出すべきあいさつの言葉をあらかじめ決めておき、再会の際にこれを先に想い出して言ったほうが勝者として相手から贈り物をもらう古くからの風習で、
V
alentinstag と関係があるといわれる）

　２
　愛しい 〈最愛の〉 人。

JosefP
aneth,V
itaN
uova,L
eykam
B
uchverlagsgesellschaft,G
raz2007,S.44f.

 「よそよそしい（
frem
d ） 」という表現について―一八八二年七月四日付の手紙でフ
ロイトは「僕は君のことをよそよそしくは思ってないけれど、君はまだ僕のことをよそよそしく思っているね」 と書いている （
B
b.1.S.150 ） 。

 『婚約書簡』の編纂者の注によると、婚約の秘密を知っていた五人とは、フロイト自身のほかに、 「おそらく」ヴァーレ兄弟（
R
ichard と
F
riedrich ） 、そしてミンナの
婚約者シェーンベルク、知 なかった四人はマルタの兄エーリ、フルース三兄弟
（
B
b.1.S.105 ） 。フロイトはヴァーレ兄弟の兄リヒャルトとは学生時代からの知
り合いだった（金関猛『ウィーン大学生フロイト』 、二〇一五年、中央公論新社、一一〇頁、二五六頁参照） 。

G.W
.,B
d.12,S.11.

 正確には次のような副文として書かれた文である （強調はフロイトによる） 。
A
ber
diebeidenA
ufklärungen[.....]kom
m
enderB
ehauptunggleich,daß
dasIchnicht
H
errseiinseinem
eigenenH
aus.

 ブロイアー／フロイト 『ヒステリー研究 〈初版〉 』 金関猛訳、二〇一三年、中央公論新社、一八〇頁

 同、一八〇頁以下。

 同、一八一頁。

 同右。
